
 
 

令和７年３月１３日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

 

 

第 1 回「沖縄交通リ・デザインシンポジウム」を開催します 

～ 「ライフスタイルの転換」と「効率的な移動環境整備」に向けて ～ 

 

 １．開催日時 令和７年３月１８日（火）１５：３０～１８：００ 

  

 ２．場  所 沖縄県立博物館・美術館（おきみゅー）３階講堂 

 

３．定  員 210 名（定員になり次第、締め切らせていただきます。） ※参加費無料 

 

４．基調講演 沖縄交通の課題、リ・デザインの必要性と方向性 

講師：琉球大学 工学部工学科社会基盤デザインコース 神谷 大介 准教授 

 

５．プログラム 

   報  告 ○県内の取組事例紹介 

                 沖縄県、沖縄銀行、特定非営利活動法人 OTTOP、 

KPMG コンサルティング株式会社（名護スマートシティ推進協議会構成企業） 

 

        ○特別発表及び表彰 

首里高等学校代表生徒 

 

○パネルディスカッション 

 テーマ：ライフスタイルの変革に向けて 

 

６．申込方法 Web 又は当日窓口にて受付（Web の申込は以下の URL 又は二次元コードから）             

  URL：https://forms.office.com/r/QDBP7m2UTT 
 

 ７. Web 申込期間 ３月１７日（月）まで（※当日窓口受付も可能） 

 

 

沖縄では、県民の皆様や県内各界の多様な主体が一体となり、自家用車を前提としたライフスタイ

ルから脱却し、沖縄の経済、社会、環境の持続的な発展に貢献できる交通へのリ・デザイン（再構築）

に向けた取組が進められています。本シンポジウムでは、今年度に沖縄県内各地で行われた取組を紹

介し、有識者も交え、県民全体で沖縄交通リ・デザインを進めるための方策について考えます。 

問い合わせ先】 

内閣府沖縄総合事務局運輸部企画室 仲里、多和田 

ＴＥＬ：０９８－８６６－１８１２（直通） 

【参加申込フォーム】 



第１回 沖縄交通リ・デザインシンポジウム

「ライフスタイルの転換」と

「効率的な移動環境の整備」に向けて

参加申し込みはこちらから（参加費無料）→
URL：https://forms.office.com/r/QDBP7m2UTT

日時 2025年3月18日(火) 15時30分～18時

沖縄県立博物館・美術館（おきみゅー）3階講堂

講師：琉球大学 神谷准教授

「沖縄交通の課題 リ・デザインの必要性と方向性」

⚫ 県内の取組事例紹介

沖縄県、沖縄銀行、特定非営利活動法人OTTOP、KPMGコンサル

ティング株式会社（名護スマートシティ推進協議会構成企業）

⚫ 特別発表

首里高等学校代表生徒

⚫ パネルディスカッション

テーマ：ライフスタイルの変革に向けて

沖縄交通リ・デザイン県民運動推進会議 事務局
（特別協力：琉球大学 島嶼地域交通課題解決学術ネットワーク）

場所

基調講演

プログラム

沖縄では、県民の皆様や県内各界の多様な主体が一体となり、自家用車を前提としたライフスタイ

ルから脱却し、沖縄の経済、社会、環境の持続的な発展に貢献できる交通へのリ・デザイン（再構築）

に向けた取組が進められています。本シンポジウムでは、今年度に沖縄県内各地で行われた取組を

紹介し、有識者も交え、県民全体で沖縄交通リ・デザインを進めるための方策について考えます。

※駐車場に限りがあるためご参加の際は公共交通機関の利用をご検討下さい



沖縄交通リ・デザインの背景・目的

沖縄では、自家用車中心のライフスタイルがこれまでの

成長を支えてきた一方で、沖縄の生活・社会、ビジネス、観

光、環境の質の低下につながる等の課題が生じています。

こうした課題を解決し、「沖縄のありたい姿」の実現に向

け、多様な主体が一体となって、ライフスタイルの転換と

「誰でも、いつでも、どこからどこへでも」効率的に移動で

きる環境の創出に取り組んでいます。

本シンポジウムで紹介予定の取組

首里地域において、首里高校の皆様、琉球銀行・沖縄銀行・

沖縄海邦銀行の皆様が、通学・通勤の手段や時間を変える

取組を行いました。

首里高校および県内銀行の取組

沖縄交通リ・デザインの機運を醸成し、取組の輪を拡大するため、県内における先進的な取組、

優良事例を紹介します。

沖縄県では学生の送迎に関する問題点や解決策について、

本島北・中・南部地域の大学やワークショップ、県内ほとんど

の高校生や保護者に対するアンケート等を行い、 「県⺠等が

望む移動・交通の姿」のとりまとめを行いました。

沖縄県の取組

「交通空白」や観光二次交通等の北部地域の交通課題の

解決のため、地元学生等との共創ワークショップ等を実施

し、地域課題の解決に向けたモビリティの導入案やそのビ

ジネスモデルの構築に取り組みました。

KPMGコンサルティング（名護スマートシティ
推進協議会構成企業）の取組

県内50以上の交通事業者のGTFSデータをオープン
データとして整備・配信するなどの取組を行い、令和６年

交通関係優良大臣表彰を受賞しました。

特定非営利活動法人OTTOPの取組

【お問い合わせ先】

内閣府沖縄総合事務局運輸部企画室

TEL：098-866-1812

内閣府沖縄総合事務局ホームページ

「沖縄交通リ・デザインに向けた取組」紹介サイト

https://www.ogb.go.jp/unyu/9280/okiko-ridezain

これまでの取組や県民の皆様の声をご紹介していますので、ぜひご覧ください！
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